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第
三
回
中
国
四
国
地
区
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
と
は
、「
公
文
書
館
法
」の
施
行（
昭
和
六
十
三
年
六
月
一
日
）を
記
念
し
、

文
書
館
の
業
務
に
対
す
る
理
解
を
広
め
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ（
記
録
資
料
）の
保
存
・
活
用
を

促
進
す
る
Ｐ
Ｒ
事
業
で
す
。期
間
中
、中
国
四
国
地
区
の
文
書
館
施
設
で
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

山
口
県
文
書
館
で
は
、館
蔵
の「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
」、「
絶
筆
」、

「
松
下
村
塾
記
」の
修
復
を
記
念
し
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
示
を
は
じ
め

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

絶
筆

（
安
政
六
年
十
月
二
十
七
日
）
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安
政
六
年（
一
八
五
九
）十
月

二
十
七
日
、松
陰
は
江
戸
伝

馬
町
の
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た
。

呼
び
出
し
の
声
を
聞
い
て
、最

期
の
一
首
を
書
い
た
も
の
。「
此

程
に 

思
定
め
し 

出
立
ハ 

け
ふ

聞
く
こ
そ 

嬉
し
か
り
け
る
」。

第
四
句
の
字
数
が
足
り
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
が
、せ
か
さ

れ
た
た
め
に「
く
」の
側
に「
、」

を
う
っ
た
ま
ま
筆
を
置
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

松
下
村
塾
記

（
土
屋
蕭
海
批
評
）

（
安
政
三
年
九
月
五
日
）

松
下
村
塾
は
、叔
父
の
玉
木

文
之
進
が
創
設
し
、親
族
の

久
保
五
郎
左
衛
門
、そ
し
て

松
陰
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。本

書
は
、そ
の
久
保
の
命
に
よ
っ

て
記
し
た
も
の
で
、松
陰
の
教

育
に
対
す
る
高
い
理
念
と
抱

負
が
雄
渾
な
文
章
で
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。友
人
土
屋
蕭
海
に

よ
る
朱
筆
の
批
評
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
展
示 

「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
展
」

 

̶

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
・
絶
筆
・
松
下
村
塾
記
修
復
記
念

̶

日
時

̶ 
六
月
一
日（
日
）〜
八
日（
日
）　

九
時
〜
十
七
時

場
所

̶ 
山
口
県
文
書
館
閲
覧
室

歴
史
探
究
講
座  

◎
吉
田
松
陰
の
手
紙
を
読
む

̶

萩
博
物
館
の
収
蔵
品
を
中
心
に

̶ 

道
迫
真
吾（
萩
博
物
館
研
究
員
）　　
　
　

◎
吉
田
松
陰
関
係
資
料
に
つ
い
て 

山　

一
郎（
山
口
県
文
書
館
専
門
研
究
員
）　

◎
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
に
つ
い
て 
山
田 

稔（
山
口
県
文
書
館
専
門
研
究
員
）　

日
時

̶ 
六
月
七
日（
土
） 　

十
三
時
半
〜
十
六
時  

場
所

̶ 
県
立
山
口
図
書
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

定
員

̶ 
二
五
〇
名

※
受
講
希
望
者
は
、①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、ハ
ガ
キ
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
で

　

文
書
館
宛
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
〆
切　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日（
金
）消
印
有
効

文
書
館
書
庫
見
学
ツ
ア
ー     

日
時

̶ 
六
月
一
日（
日
）　

十
時 

・ 

十
一
時 

・ 

十
三
時 

・ 

十
六
時 

 

六
月
三
日（
火
）〜
六
日（
金
）　

十
一
時 

・ 

十
四
時

 

六
月
七
日（
土
）　

十
時 

・ 

十
一
時  

 

六
月
八
日（
日
）　

十
一
時 

・ 

十
四
時

場
所

̶ 
山
口
県
文
書
館
閲
覧
室

定
員

̶ 
各
回
一
〇
名（
当
日
受
付
・
先
着
順
）。

一
、

四
、

五
、

六
、

二
、

三
、

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
・
絶
筆
・
松
下
村
塾
記
の
修
復
を
記
念
し
、

修
復
後
、初
公
開
い
た
し
ま
す
。

ウィークの期間中、閲覧業務は通常どおり行います〈但し6月７日（土）、6月8日（日）は除く〉。2日（月）は閉館です。

す
べ
て
参
加
無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

専
門
研
究
員
が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。（
当
日
受
付
）

日
時

̶ 
六
月
七
日（
土
）　

十
時
半　

 

六
月
八
日（
日
）　

十
時
半 

・ 

十
五
時

場
所

̶ 
山
口
県
文
書
館
閲
覧
室

文
書
館
を
使
っ
て
み
よ
う
！

文
書
の
取
り
扱
い
方
や
文
書
館
の
利
用
方
法
を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。          

日
時

̶ 
六
月
三
日（
火
）　

十
五
時
〜
十
六
時
半

場
所

̶ 
県
立
山
口
図
書
館
第
一
研
修
室

定
員

̶ 
三
〇
名（
当
日
受
付
・
先
着
順
）

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
歴
史
小
話

専
門
研
究
員
が
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る

「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時

̶ 
六
月
一
日（
日
）　

十
四
時
〜
十
五
時
半

場
所

̶ 
県
立
山
口
図
書
館
第
一
研
修
室

定
員

̶ 
三
〇
名（
当
日
受
付
・
先
着
順
）

吉
田
松
陰
自
賛
肖
像・絶
筆・松
下
村
塾
記
修
復
記
念

六
月
一
日　

  

八
日

平
成
二
十
年

二
日（
月
）は
閉
館

日

日

吉
田
松
陰　
　
　
　

  　

展

自
賛
肖
像  

し
よ
う
か
い

後援 ‖萩市・萩市教育委員会・維新史回廊構想推進協議会・（財）松風会・山口県地方史学会・山口県文化財愛護協会
修復助成 ‖（財）住友財団

絹
本
着
色
吉
田
松
陰
像（
自
賛
）

（
安
政
六
年
五
月
中
旬
）

安
政
六
年（
一
八
五
九
）五
月
、最
期
と
な
る
江
戸
へ
の
旅
立
ち
を
前

に
、松
陰
門
下
の
松
浦
松
洞
が
描
い
た
肖
像
に
、門
下
生
達
の
求
め
に

応
じ
て
、松
陰
自
ら
が
賛
を
書
い
た（
自
賛
）も
の
。本
図
は
、全
部
で

六
幅
現
存
す
る
自
賛
肖
像
の
う
ち
、吉
田
家
に
伝
わ
っ
た
一
幅
で
、最

も
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。自
賛
肖
像
の
中
で
唯
一の
趺
座（
脚
を
組
ん
で

座
る
）像
で
あ
り
、羽
織
を
纏
わ
ず
、刀
を
左
脇
に
置
き
、や
や
寛
い
だ

姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。紺
色
の
着
物
が
画
面
に
締
ま
り
を
与
え
、整
然

と
し
た
賛
文
と
相
俟
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。「
面

長
で
鼻
が
高
く
、色
白
の
顔
に
天
然
痘
の
痕
が
あ
る
。一
見
威
圧
感

は
な
い
が
目
は
鋭
く
爛
々
と
輝
い
て
い
る
」と
評
さ
れ
た
松
陰
の
面
貌

を
よ
く
表
し
て
い
る
。 し

よ
う
ど
う

ふ   

ざ

ま
と

く
つ
ろ

あ
い 

ま
つら

ん
ら
ん


